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研究の概要  

考古学の基本は『層序』であり、それを基に構築される『文化編年』である。当該研究では、 

カマン・カレホユック遺跡の前 3千年紀〜前 7千年紀、前期青銅器時代から新石器時代までの 

『文化編年』を構築することに主目的をおく。この遺跡の先史時代の『文化編年』を構築する 

ことにより、先史時代に於いて古代中近東世界で東西、南北のほぼ中央部に位置するアナトリ 

アが文化的にどのような役割りを演じていたのかを解明したい。 
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１．研究開始当初の背景 
当該研究の目的は、中央アナトリアのほ

ぼ中央部に位置しているカマン・カレホユック
遺跡の発掘調査（1985年考古学的予備調
査、1986年から本格的考古学的発掘調査）
を通して、『文化編年の構築』を試みるもの
であり、それを基に東西文明の狭間に位置
しているアナトリア（小アジア）が、歴史的、文
化的にどのような役割を演じたかを解明する
ところにある。特に、この研究を遂行する上
で一つの遺跡を通して行うことに極めて重要
な意味があると考えている。 

これまでの中近東世界の考古学的発掘
調査でも、『文化編年』の構築は行われてき
ているものの、それらの多くは19世紀末から
20世紀半ばにかけて作成されたものが多く、
現在の考古学の状況から鑑みるとかなりの
修正を加える必要性が出てきている。 

『文化編年』の構築には、遺物が一体何
処の建築遺構内から出土したのか、どの層
序から確認されたかが極めて重要な意味を
持ってくるが、20世紀半ばから21世紀にか
けてのアナトリアでの発掘調査では、それま
で構築された既存の『文化編年』を一つの基
準として進められてきた。 

カマン・カレホユック遺跡の発掘調査を開
始した背景には、こうした従来の尺度よって
アナトリア各地で構築されてきた「修復を必
要とする既存の文化編年」の存在があり、故
にそこに再考察を加え、中央アナトリアの中

央部で層序、断面に重点を置きながら新た
なる『文化編年』を再構築することを目的をと
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．研究の目的 
 当該研究の主目的は、トルコ共和国の 93％
の面積を占め、東西文明の接点にあるアナト
リア高原が、歴史的、文化的にどのような役
割を演じてきたか、これを解明する基礎とな
る『文化編年』の構築を行うことである。そ
の目的を完遂するために中近東文化センタ
ー附属アナトリア考古学研究所は、アナトリ
ア高原のほぼ中央部に位置するカマン・カレ
ホユック遺跡で今日に至るまで考古学的発
掘調査を継続して行なっている。 
 当該研究では、研究期間内に以下の６点
を明確にしたいと考えている。 

1) 前期青銅器時代は何期に分かれるのか 
2) 銅石器時代と前期青銅器時代との分岐

点を何処に置くのか。 
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3) 銅石器時代は何期に分かれるのか。 
4) 新石器時代と銅石器時代との分岐点を

何処に置くのか。 
5) 新石器時代は何期に分かれるのか。 
6) 無土器新石器時代は存在するのか。 

 これらの何れの問題点もアナトリア考古
学の中で依然として論争されているものば
かりであり、当該研究でカマン・カレホユ
ック発掘調査を通して解明の糸口を提起し
たいと考えている。 

 
３．研究の方法 
 当該研究は、カマン・カレホユック遺跡の
発掘調査を中心に置き、重層した文化層を上
層から下層へ掘り下げるのを一つの基本と
する。研究対象となる発掘区は、これまでオ
スマン時代から前期青銅器時代末期までの
『文化編年』を構築した北区であり、現在
10mx10m の発掘区が 34 設定されている。 

 研究期間中、先史時代の堆積層を、毎年約
1m ずつ掘り下げ、そこから検出される遺構、
遺物を整理し先史時代の『文化編年』の構築
を行なう。また、発掘作業を進めることによ

り発掘区に現
れる断面の層
序を精査し、
図面におこす
作業には力を
入れたい。 

 なお当該研
究は、研究代
表者である大
村が総括を行
ない、研究所
の研究員およ
び外部からの
研究者、そし
て現地作業員
により遂行す
る。 

 
４．これまでの成果 

 アナトリアの先史時代の『文化編年』は、

曖昧な形で放置され、確立されてこなかった。

このような現状を鑑みると、カマン・カレホ

ユックで現在構築されつつある先史時代の

『文化編年』はアナトリアの先史時代の研究

に大きく寄与するものであると考える。 

 2012 年 9 月にアナトリア考古学研究所の
主催で先史時代、特に前期青銅器時代から中
期青銅器時代にかけての年代付けに関する
ワークショップを開催した。このワークショ
ップには、現在、アナトリアの先史時代の調
査に関わっている主な研究者が集まり、二日間
に渡って討論を重ねたが、カマン・カレホユ
ックで構築している先史時代の『文化編年』
に関する情報の提供依頼が多々あった。これ
は、 

 1)当遺跡の発掘調査が同じ発掘の方法で長
期間にわたって進められてきていること 

 2)層序、断面図作成に重点を置いてきている
こと 

 3)炭素年代測定を広く活用していること 

 4)考古学以外の研究者などを含めた学際的
研究を行っていること 

などを高く評価して頂いた結果と言える。当
該研究は、今後のアナトリア考古学、中近東
考古学の先史時代研究に多大な影響を与え
るものと確信している。 

 
５．今後の計画 
 『文化編年』を構築している発掘区であ
る北区を掘り下げながら、その両サイドに
ある東西の発掘区を発掘し、再検証を行な
う。この作業が当該研究では必要不可欠の
ものであると同時に、極めて時間を要する
ものである。  

そのような状況を鑑みつつ、研究期間が
終了するまでの間に、下記のことを行ない
たいと考えている。  

1) 第IIIc層出土遺物の整理  

2) 第IVa層出土土器の精査と、後期青銅
器時代の解明  

3) 第 IVb層 -前期青銅器時代の建築面の
検出と出土する金属製品の分析  

4) 第V層—銅石器時代の文化圏の広が
りの確認  

5) 第VI層−新石器時代の層位の発掘  

当該研究の骨格ともなる層序を中心とする
『文化編年』の構築を今後とも進めて行きた
い。 
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